
『保育所保育指針』における保育の構造  

    ☆ただし生活の全体で、総合的に、環境・あそびを通して  

 

       保  育    

 

  養護          教育 

 生命の保持  情緒の安定         ↓  

                           ↓  

         「育みたい資質･能力」 △  

「知識及び技能の基礎」  

「思考力、判断力、表現力等の基礎」  

「学びに向かう力、人間性等」  

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」  

健康な心と体   

自立心   

協同性   

道徳性 ･規範意識の芽ばえ   

社会生活との関わり   

思考力の芽ばえ   

自然との関わり ･生命尊重   

数量や図形、標識や文字などへの関心 ･感覚  

言葉による伝え合い   

豊かな感性と表現  

 

            ねらい及び内容  

               乳児  

                身体的発達  

                  社会的発達  

                  精神的発達  

               1 歳以上 3 歳未満児  

                  5 領域  

                   健康  人間関係  環境  言葉  表現  

               3 歳以上児  

                  5 領域  

                   健康  人間関係  環境  言葉  表現  


